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1 次の   をうめよ。 

(1) 4ABC の外接円の半径をR とすると， 

次の正弦定理が成り立つ。 

  
a

x
sinB

x x  

(2) 4ABC の1つの角と3辺の長さの間に，次の余弦定理が成り

立つ。 

 a2x O P2bc  

b 2x O P cosB  

c 2x O P  

(3) 4ABC の辺と角の大きさについて，次の関係が成り立つ。 

 a2tb 2Oc 2 , A 90¸  

a2xb 2Oc 2 , A 90¸  

a2ub 2Oc 2 , A 90¸  

(4) 4ABC の面積をS とすると 

 Sx 1
2

sinAx 1
2

ca x 1
2  

2 4ABC において，ax10, Ax45¸, Bx60¸ のとき，b を求め

よ。また，この三角形の外接円の半径R を求めよ。 

［解］ 正弦定理により，であるから 

     

     

 

3 4ABC において，その面積をS とするとき，次の問に答えよ。 

 (1) bx1, cx3, Ax120¸ のとき，a, S を求めよ。 

［解］ 余弦定理により 

      

  より   

     

 

(2) ax7, cx8, Ax60¸ のとき，b, S を求めよ。 

［ 

 

 

  のとき  

4 円に内接する四角形ABCD において 

 ABx3, BCxCDx2, {ABCx60¸  

のとき，次の値を求めよ。 

(1) AC  

［解］ に余弦定理を用いると 

 

   

より  

 

(2) AD  

［解］ 円に内接する四角形の対角の和はより 

 

として，に余弦定理を用いると 

 

 

 

より  すなわち  

 

(3) 四角形ABCD の面積S  

［解］  

      

    

  

 

5 1 辺の長さが 2 の正方形ABCD  

を底面とし，O を頂点とする高 

さOH が1の正四角錐OABCD が 

ある。辺OA 上にB から垂線BP  

を引くとき，∠BPDの大きさを 

求めよ。 
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